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が見られないように思えるので，以下では，まず，その  

構築について著者の統みた結果を示して検討を加える。   

そして，予備実験の段階ではあるが測定値の…山例を示  

しで検討する。  

Ⅰ． は じ め に  

洪水流出の検討などにl祭しては降補数および流出駿の  

測窟と自記琵己録が必紫となるが，常に恵まゴtた測窟条件  

が与えられるとほ限らない。   

例えば，著者は当大学附橘盈幼で流出蕊を測定してい  

るが，農場全体からの流出の測定を就みた際に，計器の  

山都を学外の市道に濃く必要が生じた。   

このような場合一 多少の棉皮の減少を数倍しても，通  

行箪憫および通水判断こ支障が生じないように測窟シス  

テムを構築する必要がある。   

そのようなシステムの構築についてはあまり事例報皆  

Ⅱ．地 区 概 況   

本給中，流域としたのはFig．1に太線で囲んである  

当大学の附属腱場の山都である。この流域の面積は  

135000m2であるが，そのうち山林16000m2を含む。   

そこからの流出蕊測定にほ図中に示してある測点A，  

Bの2箇所で流出畿測走の必繋がある。それら測定箇所  

付近の形状をFig，2（a），（b）に示す。   

測点Aほ学内であるので計測システム般澄の施エが   平成元年3月30日受華廷  
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Fig．2（a）．測点A  Fig．2（b）．測点BとB′  

可能である。この測点でほ水柵にフロート式の水位紀録  

計を設偏して， その説みを流出蕊Q縫に換算する。堰ほ  

高さ26cmの全幅堰とした。   

山方，Fig．2（b）に示されている測点Bでほ学外での  

計測となる。この測点では投げ込み式水位計を退路下の  

水槽内に凝き，そこからコードを引いて水位計からの出  

力を学内で記録し流出盈Qbに換算することとした。堰  

の般俊は爽質的に不可能である。このような箇所での水  

位潮建と流出蕊Qbへの換紫について以下にまとめる。  

cm，直径2cmの棒状である。電流による出力との特性  

は次式に示されている。  

H＝3（A－4）／16  （ただし，0＜H＜3）  

H：水深（m），A：電流（mA）である。   

水位変動の時間的変働が未詳な測定初期の段階でほ，  

上記の電流に生じる時間変化を特にアナログ署己録計で紀  

録する必紫があると思われる。また，幡に限りのある記  

録紙の有効利用を考慮すれば，記録紙のはし近くで越流  

水がゼロとなるように電圧を開腹する必紫がある。そう  

いったことも考慮した電源，水位断と記録計の連結部を  

Fig．3に示す。記録する篭圧を‡捌こ示した可変抵抗で闘  

鷹した後は，紀録電圧Ⅴによって水位は血液的に定め  

られる。   

Ⅲ．水槽内水位と流出盈の測定   

l．水位測定   

測点Bで用いた投げ込み式水位計の外形は長さ13  



既紋の水路と水槽を利用した流出解析のための流蕊観測  69  

Fig．4に示す。  

‡馴コの各プロットによれば，実測の流山蕊の範囲内で  

ほ，電庄Ⅴと流出盈Qbにある叫走の関係が確認でき  

たように思える。ただし，これ以上に流出がある場合，  

容器の中で水が激しく渦巻くので時間tbの測定個体に  

閤雉が生じる。   

また．山方，Fig．3で10K脚）抵抗を含む回路に流れ  

る電流は抵抗250虚の回路へ流れる電流と比べて無視で  

きるほど小さいと仮愛すると，竃庄Ⅴと水位hbについ  

ては次の関係式が得られる。  

hbニ＝3（Ⅴ－Ⅴ。）／（250×16）   

hb：測点Bでの越流水深（m），Ⅴ：記録電圧（mv），  

％：流出澄が正になる際の電圧（mv）である。   

流出蕊Qbと水位hbとの関係に，越洗場の式に示さ  

れている関係が成立するとして，Qbとbbの関係を求め  

ると次式を得る。   

Qbコ2CJこR2嘲2 
（僻岬R＋hb）1・5dx   

Qb：測点Bでの流出及（m3ノs），C：流盤係数  

（m・淑：），R：管路の半径で0．3m。   

以上の二式に基づき，パラメータ悔を－175mV，統監  

係数Cを1・7として求めた記録電圧Ⅴと流出蕊Qbの関係  

を鞄4に破線で示した0ここで，Ⅵについてほ，鞄4  

で流出魔が正になる際の記録雛に注目して決建した。流  

畿係数は，ここでの流れにナップが切れていないであろう  

ことを考慮すればかなり近似的でほあるが，婚形ゼキのも  

のを適用した。  

実測値と上武による劉償曲線は合致しないが，岡山傾向  

を示し，Ⅵ，Cの偶により，両者を合致させることができ  

る。  
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Fig．3．測定Bでの電圧の記録  

十鼠 水槽の下流側にある管路内の流れほ射流で流れ  

ているので，水槽と管路との連結部には限界水深の生じ  

ていることが予想される。このような流れは，堰を越流  

する水の流れと同様であるので水槽内水位によって流出  

螢は山蕗約に定められる。   

結局，電圧Ⅴによって流出盈Qbは山並約に定め得  

ることとなるので，この関係について検討した。  

2．記銀電圧から流出盈への換算   

まず，流出のある時に，記録花店Ⅴをテスターで測  

定して，その際の詑線紙での読みとの対応せ確認した。  

また，Fig．1に測点8，と記入してある箇所で，流出を  

15′の容器で受け止めて，これが揃杯になるまでの時間  

tbを紀録した。そして，15′を時間tbで険して流出数  

Qbとした。1986年12月から1987年10月までの15回それ  

らの測窟を拭みた。そのことによって得られた結束を  
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Ⅳ．流出澄の測定例   

まず，測点Aでの記録例をFぬ5払）に示す。この場合  

の第1ピーク流出蕊は越流水深ぬを5．300ー，水路帽を  

0・∂mとすれば，次式に従い約16．6ぬと推定される。   

Qaニ1，7×0．8×ね1－5  

亀：測点Aでの流出愈（㌦煽，ね：肌虔Aでの越流永凍  

局。   

次に，鞄3に示されている関係を適用して得られた電   

－200  ー100  100  

紀録機屋Ⅴ（mV）  

Fig・4・紀録電圧と流出蕊との関係  
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粍は当日から数えて＝ヨ以前の紆降水盈。   

著者の若干の鰹験によれば上記のA沼指数は，小さい方  

であって，当日の初期土壌象件は比較的乾燥していたこと  

が予想される。  

圧Ⅴの紀録例を鞄5（b）に示す。間中の矢印に示してあ  

る節1ピークの記録磯戊である－75nⅣに対応する流出厳  

ほ椚爵4からおよそ7・5ぬと推蒐さゴtる0   

籠録時間については停電の為，測褒Bに関してあいまい  

であったので敢えで割愛した。   

なお，Fぬ5の客観の得られた1≦灘年4月15日の日術数は  

遡．5m浦野であった。また，次式に基づく当日の脚Ⅰ指  

数は8．Ommであったことを付記する。  

貰】   Al）1＝∑（0．85■Ri）  
i∬l  

Ⅴ．む  す  び  

以上のように，既露駿の水路と水槽を利用した流出解析の  

ための流盛観測施設の構築について検討を試みた。その結  

風流出畿の推定についてほ，上述のパラメータ‰とか  

流螢係数Cなどを検討することによってある程度の純度で  

流山解析を行い得るものとの確証を得ることができた。以  

下に，測定に関する改良点を列挙して，本論のまとめとす   

る。   

流出済：臨の測定に関しては，以下の点を挙げ得る。  

・F短．5（扇に示されている記録ペンの振動を検討した場  

合，少なくとも1時間に2m程度の記録密度が安求され  

ているように思われる。   

流出隆弘の測窟に関しては，以下の3点を列挙し得る。   

・記録紙の帽は小さすぎたように思えるが紀線冤庄の時  

間変動の梯子からみて，デジタルの記録酎の導入を検討す   

る方が得柴と患える。   

・記録学監庄から流出厳への換算については，鞄4を  

キャリブレーション・カープとして使うのであれば，大き  

い流出盛の測定に梢度向上が要求される。   

・停電のことを考慮して，龍池駆動の紀録計が好ましい。   

以上のように，残された繰題も多いのであるが，当大学  

の施設としていることでもあり，次に滝根測憂世凝みる際  

の参考になるものと思える。   

なお，本間餐を行なうに当たり，測定機舘の設置や耐魔  

の測蒐倦の利用など，様々，御指導を賜った附属恩麹酌主  

乳小川率特赦授に疎く謝葱を表します。  
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針短．5くa）．測点Aでの水位記録例  

第2  

Fig．5（b〉．測点Bでの電圧記録例   




